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１．2022年12月期の連結業績（2022年１月１日～2022年12月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期 1,071 △14.4 46 △79.2 73 △69.4 △2,750 －

2021年12月期 1,252 11.9 226 268.1 239 － 3,801 －
(注) 包括利益 2022年12月期 △1,430百万円( －％) 2021年12月期 2,479百万円( －％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年12月期 △60.13 － △96.9 1.5 4.3

2021年12月期 83.21 83.00 155.5 5.9 18.1
(参考) 持分法投資損益 2022年12月期 －百万円 2021年12月期 29百万円
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年12月期 3,826 2,063 53.7 44.89

2021年12月期 5,383 3,624 67.1 79.12
(参考) 自己資本 2022年12月期 2,056百万円 2021年12月期 3,614百万円
　

純資産比率 2022年12月期 53.9％ 2021年12月期 67.3％

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2022年12月期 170 △40 △163 263

2021年12月期 321 45 △221 296
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年12月期 － 0.00 － 3.00 3.00 137 3.6 5.6

2022年12月期 － 0.00 － 3.00 3.00 137 － 4.8

2023年12月期(予想) － 0.00 － 3.00 3.00 84.7
　

　

３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 1,318 23.1 168 258.6 160 119.5 157 － 3.42

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年12月期 45,908,222株 2021年12月期 45,776,722株

② 期末自己株式数 2022年12月期 91,701株 2021年12月期 91,701株

③ 期中平均株式数 2022年12月期 45,740,143株 2021年12月期 45,685,021株
　

　

(参考) 個別業績の概要
１．2022年12月期の個別業績（2022年１月１日～2022年12月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期 1,183 △10.7 168 △44.8 229 △28.7 △2,760 －

2021年12月期 1,326 20.9 306 636.0 322 89.8 3,128 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期 △60.35 －

2021年12月期 68.47 68.30
　

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年12月期 3,812 2,053 53.6 44.67

2021年12月期 5,382 3,624 67.1 79.12

(参考) 自己資本 2022年12月期 2,046百万円 2021年12月期 3,614百万円
　

　
　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
業績予想には、本資料発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれて

おります。今後の経済情勢・市場の変動等に関わるリスクや不確定要因により、実際の業績は予
測数値と大幅に異なる可能性があります。業績予想の前提と仮定等については、５ページ「１．
経営成績等の概況(4）今後の見通し」をご参照ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度（2022年１月１日～2022年12月31日）における我が国経済は、オミクロン株による新型コロナ

ウイルス感染症拡大、ロシアによるウクライナ侵攻、急激な円安及び原油等国際商品相場の高騰などのなかにあ

って、設備投資が堅調に推移し、夏場の新型コロナウイルス感染症拡大が収束した後は政府の支援策と相まって

個人消費が持ち直しました。しかし、欧米の物価上昇と景気悪化、及び新型コロナウイルス感染症の再拡大の懸

念など、依然として先行きは予断を許さない状況が続いています。

このような経済状況を背景として、当社の情報サービス事業及び暗号資産・ブロックチェーン事業に関連する

分野においては、日経平均は前年末比2697円21銭（9.36％）安の２万6094円50銭となり、４年ぶりに下落しまし

た。主要国のインフレ抑制の引き締め姿勢が世界景気の減速懸念につながり、日本株も売りが優勢となりまし

た。 また、2022年の暗号資産市場は歴史的なインフレを前に各国が金融引き締めを加速するなか株式市場ととも

に下落トレンドが続きました。また、暗号資産の大きな下落はテラショックやFTXショックを引き起こし、これら

の事件を受けてビットコインの価格も史上最高値から約75%下落しました。

こうした経済動向の中ではありますが、当社グループでは中期経営計画（2021年12月期～2023年12月期）を指

針として、既存事業の規模拡大、底上げによる安定した収益の確保および、新規事業での事業領域の拡大と収益

の創出をめざしてまいりました。

当社グループは、創業以来続くアナリストによる深い企業分析力と、様々なメディア、媒体を通して投資家等

に情報を発信できる配信ネットワークを有しております。これらをベースに、今後も個人投資家の関心が高い分

野において、安定的な収益確保につながるサービスを増強するとともに、IR支援業務の拡大のためにサポートサ

ービスなどの営業力を強化してまいります。加えて、フィスコブランドを活かした広告収入により、更なる売上

増加を目指し、新規サービスの開発、顧客獲得に引き続き注力します。さらには、暗号資産フィスココイン（以

下、「FSCC」といいます。）経済圏の拡大およびFSCCの価値向上を通じて、フィスコの企業価値の向上を目指す

とともに、FSCCの取扱い交換所である株式会社カイカエクスチェンジが運営する暗号資産交換所Zaif（以下、

「Zaif」といいます。）を中心に、今後も株式会社 CAICA DIGITAL及び同社グループ各社（以下、「CAICA

DIGITALグループ」といいます。）との暗号資産分野の協業体制を継続し積極的な事業展開を進めてまいります。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は1,071百万円(前年同期は1,252百万円の売上高)、売上原価は473百万円

（前期は478百万円の売上原価）、売上総利益は597百万円(前年同期は774百万円の売上総利益)となりました。販

売費及び一般管理費は、550百万円(前年同期は547百万円の販管費及び一般管理費)となり、営業利益は46百万円

(前年同期は226百万円の営業利益)となりました。経常利益は73百万円（前年同期は239百万円の経常利益）、当

連結会計年度の親会社株主に帰属する当期純利益は、△2,750百万円（前年同期は3,801百万円の親会社株主に帰

属する当期純利益）となりました。

当連結会計年度におけるセグメントごとの業績は、以下のとおりであります。

① 情報サービス事業

金融・経済情報配信サービス分野におきましては、ポータルサイト向けコンテンツ提供からの収益が底堅く

推移しているものの、法人向けリアルタイムサービス及びアウトソーシングサービスが前期比で減少していま

す。また、フィスコブランドを活用したプラットフォームの利用に暗号資産の低迷が影響し、広告売上が減少

したことなどから、前期比で84百万円減少し、売上高は533百万円（前期は617百万円の売上高）となりまし

た。 上場企業を対象としたIR支援及びIRコンサルティングサービス分野におきましては、フィスコウェビナ

ー開催による潜在ニーズ顕在化の働きかけ、ならびに軟調な株式市況から引き続きIRを積極化する企業ニーズ

を受けて、中核サービスであるスポンサー型アナリストレポート（フィスコ企業調査レポート）の受注及び改

訂コーポレートガバナンスコード対応を意識した統合報告書、決算説明資料・翻訳等の受注によって概ね期初

計画通りに推移し、売上高は579百万円（前期は564百万円の売上高）となりました。

この結果、当連結会計年度の売上高は1,112百万円（前期は1,182百万円の売上高）となり、セグメント利益は

406百万円（前期は470百万円のセグメント利益）となりました。
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② 広告代理業

広告代理業分野では、従来からのビジネス媒体による定期広告出稿は順調に推移しているほか、第３四半期

以降旅行関連のメディア出稿の一部復活やアートイベント開催に伴う動画制作の受注などコロナ禍からの脱却

を予感させる状況となっております。またHPのコンテンツ更新に加えてSEO対策の強化や分析の深化を目的とす

る追加や修正は継続して発生しており、ネット分野のサービスも多様化しながらも堅調に推移しています。

また月次商品・サービスキャンペーンのスポット的な実施からレギュラー化の流れは続いており、売上の安

定的な確保につながっております。案件は依然小型化しているものの、今後幅広い分野での受注に向けた営業

力強化を継続してまいります。この結果、売上高は60百万円（前期は48百万円の売上高）となり、セグメント

利益は8百万円（前期は6百万円のセグメント利益）となりました。

③ 暗号資産・ブロックチェーン事業

株式会社フィスコ・コンサルティングは、暗号資産に対する自己勘定投資を行っていることから、損益の純

額を売上に計上しており、2022年11月のアメリカ大手暗号資産交換所FTXトレーディングの経営破綻から、ビッ

トコインを中心とした暗号資産市場の暴落の影響を受け、保有する暗号資産の評価損などの計上により、売上

高は△137百万円(前期は22百万円の売上高)、セグメント損失は△142百万円（前期は17百万円のセグメント利

益）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

(資産)

当連結会計年度の総資産は、前連結会計年度末に比して1,556百万円減少し、3,826百万円となりました。これ

は、保有する株式会社 CAICA DIGITALの株式の評価損を計上したこと等による投資有価証券評価損2,713百万円を

特別損失に計上したことで、投資有価証券が1,322百万円減少したことなどが主因であります。

(負債)

負債につきましては、前連結会計年度末に比して4百万円増加し、1,763百万円となりました。これは、繰延税

金負債が80百万円増加したこと、未払金が31百万円減少、短期借入金が19百万円減少及び長期借入金が10百万円

減少したことなどによるものであります。

(純資産)

純資産につきましては、前連結会計年度末に比して1,561百万円減少し、2,063百万円となりました。これは、

利益剰余金が2,887百万円減少したこと、その他有価証券評価差額金が1,319百万円増加したことなどが主たる要

因であります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末の現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連結会計年度末に比して33百万円減少し、

263百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローとそれらの要因は、以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金は170百万円の増加（前連結会計年度は321百万円の増加）となりました。これは主に税金

等調整前当期純損失2,665百万円計上したものの、投資有価証券評価損2,713百万円を計上したことによるもので

あります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金は40百万円の減少（前連結会計年度は45百万円の増加）となりました。これは主に、有形

固定資産の売却による収入38百万円があった一方で、投資有価証券の取得による支出82百万円及び無形固定資産

の取得による支出34百万円があったことによるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金は163百万円の減少(前連結会計年度は221百万円の減少)となりました。これは主に、短期

借入金の純減額が19百万円、長期借入金の返済による支出が13百万円及び配当金の支払額が138百万円あったこと

によるものです。
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（４）今後の見通し

当社は、引き続きブランド力を生かし安定的な収益の確保に加え、成長に向けた新規事業領域への取り組み

の推進とコスト削減を中心とした構造改革を継続し、収益性の向上に努めます。2023年12月期の連結業績予想

は、売上高1,318百万円、営業利益168百万円、経常利益160百万円、親会社株主に帰属する当期純利益157百万

円を見込んでおります。

セグメント別の見通しは、以下のとおりであります。

① 情報サービス事業

主力事業である金融・経済情報配信サービス分野において、フィスコブランドを活用した広告収入がここ数

年で売上の比率を高めたことから、そのノウハウを生かした他社サイトの運営支援も拡大させる方針です。ま

た、既に発表いたしましたように、Learn to Earn機能（サイト内コンテンツを学ぶ・読むとポイントが配布さ

れ、暗号資産フィスココイン（FSCC）等にも交換できる機能）を今年度中に実装する予定であり、投資家や上

場企業に注目されるサイトのプラットフォーム化を前進させる考えです。

企業IR支援サービス分野では、組織力強化やブランドの強化を図ることで、統合報告書ならびに英文翻訳業

務の拡大を図り、気候関連財務情報開示（TCFD）支援サービス、環境情報開示（CDP）質問書支援サービス、株

式報酬制度支援サービス、コーポレートガバンス対応支援サービス等、企業のIR に関する課題をワンストップ

で解決できる体制構築と事業拡大を目指しております。このほか、バーチャル株主総会および議決権行使アプ

リケーションサービスや株主優待サポートサービスの新規受注、サービス提供による新たな事業収益の獲得を

図ってまいります。

2023年度のセグメント売上については、2022年度と同水準の1,274百万円の売上を見込んでおります。

　② 広告代理業

広告代理業では、新型コロナウイルス感染症の5類への移行見込みや社会・経済活動を優先する環境下、広告

活動も自粛緩和が一層進み回復のスピードは増すものと思われます。2021年以降広告市場ではインターネット

広告は従来のマスコミ４媒体による広告費総額を上回っており、従来の紙媒体での広告に代わりオンライン広

告の増加傾向が続く中、特にYouTubeを中心とするネット動画の活用増の傾向を踏まえ、提案力の強化を進めな

がら利益率の高い案件の獲得につなげてまいります。2023年度のセグメント売上については、44百万円を見込

んでおりますが、売上および利益の確保を目指し、広告制作の収益性の向上につなげてまいります。

　③ 暗号資産・ブロックチェーン事業

フィスコ・コンサルティングでは、引き続き暗号資産に対する自己勘定投資を予定しており、暗号資産の価

格の推移を見極め、慎重にトレーディングを行ってまいります。当社発行暗号資産フィスココイン（FSCC）の

認知度向上を図りつつ、暗号資産分野における新規ビジネスの創造、FSCCの価値向上を通じて、当社の企業価

値の向上を目指しています。

また、フィスココイン（FSCC）の取扱い交換所である「Zaif」を中心に、今後もCAICA DIGITALグループとの

暗号資産分野において、営業促進の連携、暗号資産ビジネスの強化、フィスココイン（FSCC）の利用範囲の拡

大を図り協業体制を継続していきます。2023年度のセグメント売上については、暗号資産取引相場の動向に影

響を受け、業績予想が困難なため、2023年12月期の連結業績予想には織り込んでおりません。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは連結財務諸表の期間比較可能性および企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結

財務諸表を作成する方針であります。なお、IFRSの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮のうえ、適切に

対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当連結会計年度
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 332,661 299,225

売掛金 264,689 136,522

仕掛品 6,916 6,566

暗号資産 800,031 796,605

預け金 17,692 2,512

前払費用 5,725 9,289

その他 11,886 41,578

流動資産合計 1,439,603 1,292,300

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,069 4,069

減価償却累計額 △2,500 △2,532

減損損失累計額 △1,123 △1,123

建物及び構築物（純額） 446 413

工具、器具及び備品 111,640 74,154

減価償却累計額 △51,769 △53,218

減損損失累計額 △1,797 △1,797

工具、器具及び備品（純額） 58,072 19,137

有形固定資産合計 58,519 19,550

無形固定資産

のれん 44,304 26,582

ソフトウエア 56,179 29,470

その他 1,983 24,940

無形固定資産合計 102,466 80,992

投資その他の資産

投資有価証券 3,694,169 2,372,117

差入保証金 21,760 21,781

長期貸付金 51,923 49,923

長期未収入金 6,942 6,550

その他 15,315 15,200

貸倒引当金 △7,047 △31,550

投資その他の資産合計 3,783,064 2,434,022

固定資産合計 3,944,050 2,534,566

資産合計 5,383,653 3,826,866
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当連結会計年度
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 20,844 34,328

短期借入金 59,686 39,694

１年内返済予定の長期借入金 13,008 10,816

契約負債 - 26,130

前受金 27,064 -

未払法人税等 4,200 1,365

未払金 74,262 42,405

その他 30,369 11,049

流動負債合計 229,435 165,789

固定負債

長期借入金 10,816 -

退職給付に係る負債 1,197 1,691

繰延税金負債 1,500,503 1,581,083

長期未払金 16,820 14,475

固定負債合計 1,529,337 1,597,250

負債合計 1,758,772 1,763,040

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 14,857

資本剰余金 1,651,855 1,746,713

利益剰余金 3,416,725 529,225

自己株式 △10,351 △10,351

株主資本合計 5,158,229 2,280,444

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1,543,319 △223,507

その他の包括利益累計額合計 △1,543,319 △223,507

新株予約権 9,970 6,888

純資産合計 3,624,880 2,063,826

負債純資産合計 5,383,653 3,826,866
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年１月１日
　至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 1,252,901 1,071,372

売上原価 478,014 473,901

売上総利益 774,887 597,470

販売費及び一般管理費 547,913 550,483

営業利益 226,973 46,987

営業外収益

受取利息 1,697 1,097

持分法による投資利益 29,187 -

為替差益 - 71

暗号資産売却益 518 34,192

その他 4,371 5,006

営業外収益合計 35,775 40,368

営業外費用

支払利息 2,508 1,122

為替差損 84 -

支払手数料 7,956 5,516

和解金 - 1,050

匿名組合投資損失 - 2,918

その他 12,711 3,471

営業外費用合計 23,260 14,078

経常利益 239,488 73,276

特別利益

投資有価証券売却益 - 0

関係会社株式売却益 23 -

関係会社株式交換益 4,853,171 -

新株予約権戻入益 15,552 467

持分変動利益 592,352 -

特別利益合計 5,461,099 467

特別損失

投資有価証券評価損 - 2,713,875

投資有価証券売却損 349,618 -

関係会社株式評価損 7,300 -

関係会社株式売却損 1,007 -

貸倒引当金繰入額 - 25,000

関係会社整理損 - 310

特別損失合計 357,926 2,739,186

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

5,342,661 △2,665,441

法人税、住民税及び事業税 4,458 4,423

法人税等調整額 1,536,608 80,580

法人税等合計 1,541,067 85,003

当期純利益又は当期純損失（△） 3,801,594 △2,750,445

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

3,801,594 △2,750,445
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年１月１日
　至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
　至 2022年12月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） 3,801,594 △2,750,445

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,322,022 1,319,812

その他の包括利益合計 △1,322,022 1,319,812

包括利益 2,479,571 △1,430,633

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 2,479,571 △1,430,633
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2021年１月１日 至 2021年12月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 100,000 1,651,855 △247,823 △10,351 1,493,679

当期変動額

剰余金の配当 △137,055 △137,055

減資 -

新株の発行 -

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

3,801,594 3,801,594

連結範囲の変動 9 9

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

-

当期変動額合計 - - 3,664,549 - 3,664,549

当期末残高 100,000 1,651,855 3,416,725 △10,351 5,158,229

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券評価差

額金

その他の包括利益累計

額合計

当期首残高 △221,296 △221,296 25,522 1,297,906

当期変動額

剰余金の配当 △137,055

減資 -

新株の発行 -

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

3,801,594

連結範囲の変動 9

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△1,322,022 △1,322,022 △15,552 △1,337,574

当期変動額合計 △1,322,022 △1,322,022 △15,552 2,326,974

当期末残高 △1,543,319 △1,543,319 9,970 3,624,880
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　当連結会計年度(自 2022年１月１日 至 2022年12月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 100,000 1,651,855 3,416,725 △10,351 5,158,229

当期変動額

剰余金の配当 △137,055 △137,055

減資 △90,000 90,000 -

新株の発行 4,857 4,857 9,715

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

△2,750,445 △2,750,445

連結範囲の変動 -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 △85,142 94,857 △2,887,500 - △2,877,784

当期末残高 14,857 1,746,713 529,225 △10,351 2,280,444

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券評価差

額金

その他の包括利益累計

額合計

当期首残高 △1,543,319 △1,543,319 9,970 3,624,880

当期変動額

剰余金の配当 △137,055

減資 -

新株の発行 9,715

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

△2,750,445

連結範囲の変動 -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

1,319,812 1,319,812 △3,081 1,316,730

当期変動額合計 1,319,812 1,319,812 △3,081 △1,561,054

当期末残高 △223,507 △223,507 6,888 2,063,826
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年１月１日
　至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
　至 2022年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

5,342,661 △2,665,441

減価償却費 8,651 9,257

のれん償却額 17,721 17,721

貸倒引当金の増減額（△は減少） △74 24,502

受取利息及び受取配当金 △1,721 △1,121

支払利息 2,508 1,122

為替差損益（△は益） △0 △47

持分法による投資損益（△は益） △29,187 -

売上債権の増減額（△は増加） △31,263 128,167

棚卸資産の増減額（△は増加） 10,294 310

仕入債務の増減額（△は減少） 6,711 13,483

投資有価証券売却損益（△は益） 349,618 △0

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △14,570 494

投資有価証券評価損益（△は益） - 2,713,875

関係会社株式売却損益（△は益） 984 -

暗号資産売却損益（△は益） △518 △34,192

持分変動損益（△は益） △592,352 -

関係会社株式評価損 7,300 -

関係会社株式交換損益（△は益） △4,853,171 -

新株予約権戻入益 △15,552 △467

暗号資産の増減額（△は増加） - 3,425

前受金の増減額（△は減少） 1,785 -

契約負債の増減額（△は減少） - △933

未払金の増減額（△は減少） 51,381 △34,200

未払費用の増減額（△は減少） △1 -

未払消費税等の増減額（△は減少） △885 △17,775

預け金の増減額（△は増加） △1,126 15,180

預り金の増減額（△は減少） 1,256 △528

その他 61,307 7,937

小計 321,757 180,769

利息及び配当金の受取額 1,658 1,095

利息の支払額 △1,679 △1,122

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 183 △9,970

営業活動によるキャッシュ・フロー 321,920 170,771
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年１月１日
　至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
　至 2022年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △22,921 △1,501

有形固定資産の売却による収入 - 38,988

無形固定資産の取得による支出 △405 △34,365

投資有価証券の取得による支出 △10,000 △82,125

短期貸付金の回収による収入 80,000 -

長期貸付金の回収による収入 5,000 2,000

差入保証金の差入による支出 - △39

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

△1,895 -

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

1,577 -

その他 △6,205 36,759

投資活動によるキャッシュ・フロー 45,149 △40,283

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △19,992 △19,992

長期借入金の返済による支出 △65,141 △13,008

株式の発行による収入 - 7,101

配当金の支払額 △136,662 △138,072

財務活動によるキャッシュ・フロー △221,795 △163,971

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 47

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 145,275 △33,436

現金及び現金同等物の期首残高 151,190 296,465

現金及び現金同等物の期末残高 296,465 263,029
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

りますが、当連結会計年度の損益及び期首利益剰余金に与える影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示していた

「前受金」は、第１四半期連結会計期間より「契約負債」に含めて表示することといたしました。なお、収益認識

会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行

っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

（表示方法の変更）

（暗号資産に係る表示方法の変更）

従来、「営業外損益」に計上しておりましたフィスコにおける「暗号資産」の収益計上は、第１四半期連結会計

期間より「トレーディング収益に係る損益の純額」及び「暗号資産評価損益」を「売上高」に含めて計上する方法

に変更しております。

この変更は、当社における前期に取得したカイカコイン（CICC）等のトレーディング等収益に対する比率が高く

なってきたこと、今後、暗号資産の投資に対する重要性が高まるであろうという理由から、暗号資産のトレーディ

ングを主要な営業活動のひとつとして位置付けたことに伴うものです。

また、この表示方法を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組み替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益及び包括利益計算書において、「営業外収益」に表示していた「暗号資産

売却益」 100,485千円及び「暗号資産評価損」4,459千円を「売上高」として組み替えております。なお、経常利益

及び税金等調整前当期純利益に与える影響はありません。

なお、当社グループが保有する暗号資産にて資金決済を行った際に生じた決済差額は、トレーディングに係る損

益ではないため「営業外損益」の「暗号資産売却損益」として計上しております。

あわせて、「投資活動によるキャッシュ・フロー」に含めて表示しておりました「暗号資産の売却による収入」

は、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「暗号資産売却損益」に含めて表示しております。

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」

の「暗号資産の売却による収入」の金額を102,476千円から‐千円に、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の

「暗号資産売却損益」の金額を100,485千円から△518千円に、「その他」の金額を54,857千円から61,307千円に組

み替えております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、本社で製品・サービスについて、国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開して

おります。当社グループは、製品・サービス別のセグメントから構成されております。

各報告セグメントの内容は以下のとおりであります。

セグメントの名称 事業内容

情報サービス事業
法人並びに個人向けの企業情報、金融情報及び暗号資産情報の提供

統合レポート、アニュアル・レポート等の企業IR支援サービス

広告代理業
広告代理業務

広告出版物の企画、編集、制作並びに発行販売促進物

暗号資産・ブロックチェーン事業
暗号資産投資業

ブロックチェーン事業

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

Ⅰ 前連結会計年度(自 2021年１月１日　至 2021年12月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額

(注)２．３

連結
財務諸表
計上額

情報
サービス
事業

広告
代理業

暗号資産・
ブロック
チェーン

事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,182,215 48,422 22,263 1,252,901 － 1,252,901 － 1,252,901

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ － － － － － － －

計 1,182,215 48,422 22,263 1,252,901 － 1,252,901 － 1,252,901

セグメント利益又は
損失(△)

470,032 6,361 17,954 494,348 △1,269 493,079 △266,105 226,973

セグメント資産 464,900 － 826,159 1,291,059 － 1,291,059 4,092,593 5,383,653

その他の項目

減価償却費 8,651 － － 8,651 － 8,651 － 8,651

のれんの償却額 17,721 － － 17,721 － 17,721 － 17,721

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

23,326 － － 23,326 － 23,326 － 23,326

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、コンサルティング事業を

含んでおります。

　 ２．セグメント利益又は損失の調整額△266,105千円は、各セグメントに帰属していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント資産の調整額4,092,593千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産及び連結子会社

との債権債務の相殺消去が含まれております。

４．セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ 当連結会計年度(自 2022年１月１日　至 2022年12月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額

(注)２．３

連結
財務諸表
計上額

情報
サービス
事業

広告
代理業

暗号資産・
ブロック
チェーン

事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,112,594 60,997 △137,370 1,036,222 35,149 1,071,372 － 1,071,372

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ － － － － － － －

計 1,112,594 60,997 △137,370 1,036,222 35,149 1,071,372 － 1,071,372

セグメント利益又は
損失(△)

406,855 8,359 △142,553 272,661 30,578 303,240 △256,253 46,987

セグメント資産 230,682 － 801,748 1,032,430 52,262 1,084,693 2,742,173 3,826,866

その他の項目

減価償却費 7,382 － － 7,382 － 7,382 1,874 9,257

のれんの償却額 17,721 － － 17,721 － 17,721 － 17,721

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

25,274 － － 25,274 － 25,274 10,250 35,524

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、コンサルティング事業を

含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△256,253千円は、各セグメントに帰属していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント資産の調整額2,742,173千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産及び連結子会社

との債権債務の相殺消去が含まれております。

４．セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

(１）第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準を適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更した

ため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。当該変更による、売上高及びセ

グメント利益に与える影響はありません。

(２）第１四半期連結会計期間より、フィスコにおける暗号資産のトレーディング収益に係る損益及び評価損益の

純額を暗号資産・ブロックチェーン事業の売上高に計上しております。

　 なお、前連結累計期間のセグメント情報につきましては、変更後の数値を用いて作成したものを記載してお

り、変更前と比較して売上高及びセグメント利益が「暗号資産・ブロックチェーン事業」セグメントで96,026

千円増加しております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2021年１月１日
至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
至 2022年12月31日)

１株当たり純資産額 79.12円 44.89円

１株当たり当期純利益金額 83.21円 △60.13円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

83.00円 －円

(注) １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

前連結会計年度
(自 2021年１月１日
至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
至 2022年12月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益金額(千円) 3,801,594 △2,750,445

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(千円)

3,801,594 △2,750,445

普通株式の期中平均株式数(株) 45,685,021 45,740,143

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 112,940 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり当期純利益の算定に含めなかった潜在
株式の概要

2016年第４回新株予約権
960個

(普通株式 96,000株)

　上記の新株予約権は、2021年
９月29日を権利行使期間満了に
より失効しております。

2018年第５回新株予約権
795個

(普通株式 79,500株)

－

(重要な後発事象)

　 該当事項はありません。

　


